
(57)【要約】

【課題】　従来の成形品取出装置と比べ、高さの低い成

形品取出装置を得る。

【解決手段】　ベース１０に第１～第３回転アーム１２

，１４，１６はシリアルに連結され、鉛直軸１１，１３

，１５回りにそれぞれ回転する。第３回転アーム１６の

先端には昇降アームを備えている。昇降アームは、２段

倍速機構と該２段倍速機構を駆動するピニオンラック機

構で構成されている。ピニオンラック機構のラックは端

から端まで移動可能で直線移動方向の長さを最大限利用

できる。該２段倍速機構でラックの直線移動を２倍に拡

大できるから、全体として高さの低い昇降アームが得ら

れる。回転アームは水平方向にしか回転せず、且つ、背

が低いから成形機の上部に搭載しても、全体の高さを低

く抑えることができ、天井の低い設置環境下でも成形機

の上部に搭載できる。

【選択図】　　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 成 形 機 に 搭 載 さ れ 、 該 成 形 機 の 金 型 の 型 開 時 に 成 形 品 を 取 り 出 す 成 形 品 取 出 装 置 に お い
て 、
成 形 機 の 上 部 取 出 装 置 搭 載 位 置 に 固 定 さ れ る ベ ー ス に 複 数 の 回 転 ア ー ム が シ リ ア ル に 連 結
さ れ 、 且 つ 各 回 転 ア ー ム は 鉛 直 軸 回 り に そ れ ぞ れ 回 転 す る よ う に 構 成 し た 回 転 ア ー ム 機 構
と 、 該 回 転 ア ー ム 機 構 の 先 端 の 回 転 ア ー ム に 対 し て 昇 降 動 作 し 先 端 に 把 持 機 構 が 設 け ら れ
た 昇 降 ア ー ム と を 備 え て お り 、
前 記 昇 降 ア ー ム は 前 記 先 端 の 回 転 ア ー ム に 支 持 さ れ た 支 持 プ レ ー ト と 、 前 記 支 持 プ レ ー ト
に 第 １ の レ ー ル を 介 し て 連 結 さ れ 昇 降 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 な 第 １ 段 フ レ ー ム と 、 前 記 第 １
の レ ー ル と 平 行 に 配 置 さ れ た 第 ２ の レ ー ル を 介 し て 前 記 第 １ 段 フ レ ー ム に 連 結 さ れ 、 昇 降
方 向 に ス ラ イ ド 可 能 な 第 ２ 段 フ レ ー ム と を 備 え 、
前 記 第 １ 段 フ レ ー ム に 前 記 第 １ の レ ー ル と 平 行 に ラ ッ ク ギ ヤ を 配 置 し 、 該 ラ ッ ク ギ ヤ と 噛
み 合 う ピ ニ オ ン ギ ヤ の 駆 動 手 段 を 前 記 支 持 プ レ ー ト に 固 定 し 、
前 記 第 １ 段 フ レ ー ム に 、 昇 降 方 向 に 沿 っ て 並 ぶ 位 置 関 係 で 、 ２ つ の 歯 付 き プ ー リ を 昇 降 方
向 に 対 し て 直 交 す る 軸 回 り に 回 転 可 能 に 支 持 し 、 両 プ ー リ 間 に 歯 付 き ベ ル ト を か け て 所 定
の 張 力 を 与 え 、 該 ベ ル ト の 一 部 を 前 記 支 持 プ レ ー ト に 固 定 し 、 該 ベ ル ト の 該 支 持 プ レ ー ト
へ の 固 定 部 と 対 向 す る 部 分 を 前 記 第 ２ 段 フ レ ー ム に 固 定 し た こ と を 特 徴 と す る 成 形 品 取 出
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 回 転 ア ー ム 機 構 は 、 前 記 ベ ー ス と 、 該 ベ ー ス に 対 し て 鉛 直 な 第 １ 軸 回 り に 回 転 可 能
に 一 端 が 取 り 付 け ら れ た 第 １ 回 転 ア ー ム と 、 該 第 １ 回 転 ア ー ム の 他 端 に 前 記 第 １ 軸 に 平 行
な 第 ２ 軸 回 り に 回 転 可 能 に 一 端 が 取 り 付 け ら れ た 第 ２ 回 転 ア ー ム と 、 該 第 ２ 回 転 ア ー ム の
他 端 に 前 記 第 ２ 軸 に 平 行 な 第 ３ 軸 回 り に 回 転 可 能 に 一 端 が 取 り 付 け ら れ た 第 ３ 回 転 ア ー ム
と か ら 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 成 形 品 取 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ラ ッ ク ギ ヤ と ピ ニ オ ン ギ ヤ の い ず れ か 一 方 ま た は 両 方 を 樹 脂 と し た 、 請 求 項 １ 又 は
２ に 記 載 の 成 形 品 取 出 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 成 形 機 の 金 型 か ら 成 形 さ れ た 成 形 品 を 取 り 出 す 成 形 品 取 出 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 成 形 機 で 成 形 品 が 成 形 さ れ 、 金 型 が 開 き 、 こ の 開 か れ た 金 型 内 に 残 留 す る 成 形 品 を 取 り
出 す た め に 、 成 形 機 と 共 に 成 形 品 取 出 装 置 が 配 置 さ れ る 。 こ の 成 形 品 取 出 装 置 は 、 直 線 軸
を 組 み 合 わ せ た 直 交 座 標 型 の 取 出 機 等 の 成 形 品 を 把 持 す る ハ ン ド 等 を 先 端 に 有 し 金 型 か ら
成 形 品 取 り 出 す 昇 降 ア ー ム を 有 し て い る も の が 一 般 的 で あ る 。 　
　 成 形 品 取 出 装 置 は 、 成 形 機 に 隣 接 し て 配 置 さ れ る 場 合 と 成 形 機 の 上 部 に 取 り 付 け ら れ る
場 合 が あ り 、 通 常 の 成 形 機 の 上 部 に 取 り 付 け ら れ る 場 合 が 多 く 、 機 械 の 全 高 が 高 く な り 、
天 井 の 低 い 場 所 で は 成 形 機 に 取 り 付 け る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ る 。 そ の た め 、 で
き る だ け 高 さ の 低 い 成 形 品 取 出 装 置 が 望 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 成 形 品 取 出 装 置 に お い て 高 さ に 影 響 を 与 え る も の の １ つ に 高 さ 方 向 に 移 動 す る 昇 降 ア ー
ム が あ る 。 昇 降 ア ー ム は 高 さ 方 向 （ Ｚ 軸 方 向 ） 移 動 し て ハ ン ド や 吸 着 盤 等 の 成 形 品 把 持 機
構 を 移 動 さ せ ね ば な ら な い こ と か ら 、 そ の ガ イ ド 部 を 必 要 と し 、 昇 降 ス ト ロ ー ク 以 上 の 高
さ を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ６ は 、 昇 降 ア ー ム 等 に 利 用 さ れ る 直 線 動 作 機 構 の 説 明 図 で あ り 、 ア ー ム １ ０ ０ は ガ イ
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ド ベ ー ス １ ０ １ に 対 し て 支 持 部 材 １ ０ ２ で 支 持 さ れ ガ イ ド ベ ー ス １ ０ １ に 沿 っ て 図 ６ 中 左
右 に 移 動 す る 。 こ の ア ー ム １ ０ ０ の 移 動 の ス ト ロ ー ク を Ａ 、 支 持 部 材 １ ０ ２ の 長 さ （ ア ー
ム １ ０ ０ の 移 動 方 向 の 長 さ ） を Ｂ と す る と 、 ガ イ ド ベ ー ス １ ０ １ は 、 （ Ａ ＋ Ｂ ） の 長 さ を
必 要 と す る 。 こ の よ う な 直 線 動 作 機 構 を 成 形 品 取 出 装 置 の 昇 降 ア ー ム に 適 用 す れ ば 、 成 形
品 取 出 装 置 は 背 の 高 い も の と な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 昇 降 ア ー ム の 全 長 を 短 く 抑 え る た め 、 ２ 段 倍 速 機 構 が 用 い ら れ て い る 。 図 ７ は
こ の ２ 段 倍 速 機 構 の 動 作 説 明 図 で あ る 。 支 持 部 材 ２ ０ ０ の 両 端 に は 回 転 自 在 に ２ つ の プ ー
リ ２ ０ １ ， ２ ０ ２ が 軸 支 さ れ て い る 。 こ の ２ つ の プ ー リ ２ ０ １ ， ２ ０ ２ 間 に は ベ ル ト ２ ０
３ が 所 定 の 張 力 を か け て か け ら れ て い る 。 ベ ル ト ２ ０ ３ は 該 ２ 段 倍 速 機 構 を 取 り 付 け た 機
械 の ベ ー ス 等 の 固 定 部 ２ ０ ４ に そ の 一 部 が 固 定 さ れ て い る 。 又 、 ベ ル ト ２ ０ ３ の 固 定 部 ２
０ ４ と 対 向 す る 部 分 に は 動 作 ア ー ム ２ ０ ５ が 固 定 さ れ て お り 、 図 ７ （ ａ ） に 示 す 状 態 か ら
支 持 部 材 ２ ０ ０ を Ｌ だ け 移 動 さ せ る と 、 当 然 、 動 作 ア ー ム ２ ０ ５ も Ｌ だ け 移 動 す る 。 さ ら
に 、 ベ ル ト ２ ０ ３ は 固 定 部 ２ ０ ４ で 固 定 さ れ て い る か ら 、 ベ ル ト ２ つ の プ ー リ ２ ０ １ ， ２
０ ２ 間 で Ｌ だ け 回 動 す る 。 こ の ベ ル ト ２ ０ ３ の 回 動 に よ り 動 作 ア ー ム ２ ０ ５ は 支 持 部 材 ２
０ ０ の 移 動 に 重 畳 し て 移 動 し 、 ２ Ｌ だ け 移 動 す る 。 す な わ ち 、 動 作 ア ー ム ２ ０ ５ は 支 持 部
材 ２ ０ ０ の 移 動 の ２ 倍 移 動 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 、 成 形 品 取 出 装 置 の 昇 降 ア ー ム の 構 成 と し て 、 こ の 図 ７ に 示 し た ２ 段 倍 速 機 構 を 用
い 、 こ の ２ 段 倍 速 機 構 の 支 持 部 材 を 駆 動 す る 手 段 と し て 、 動 作 が 静 か で あ る こ と 、 軽 量 で
あ る こ と 、 潤 滑 が 不 要 で あ る こ と 等 の 理 由 か ら 、 歯 付 き ベ ル ト 機 構 が 用 い ら れ て い る 。 図
８ は こ の 歯 付 き ベ ル ト 機 構 の 概 要 説 明 図 で あ る 。 移 動 部 材 ３ ０ ０ に 沿 っ て 歯 付 き ベ ル ト ３
０ １ が 設 け ら れ 、 該 ベ ル ト ３ ０ １ の そ の 両 端 は 移 動 部 材 ３ ０ ０ の 両 端 に そ れ ぞ れ 歯 付 き ベ
ル ト 固 定 部 ３ ０ ２ ， ３ ０ ３ で 固 定 さ れ て い る 。 歯 付 き ベ ル ト ３ ０ １ は 、 ２ つ の ア イ ド ラ ベ
ア リ ン グ ３ ０ ５ ， ３ ０ ６ で 機 械 等 の 固 定 ベ ー ス に 取 り 付 け ら れ た 歯 付 き プ ー リ ３ ０ ４ を 挟
み 込 む 形 で 取 り 付 け ら れ て い る 。 図 ８ （ ａ ） の 状 態 か ら 、 歯 付 き プ ー リ ３ ０ ４ を 駆 動 し て
回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 歯 付 き
ベ ル ト 機 構 の 場 合 、 歯 付 き ベ ル ト 機 構 の 長 さ Ｅ は 、 移 動 ロ ッ ド ３ ０ ０ の ス ト ロ ー ク Ｃ に 、
ア イ ド ラ ベ ア リ ン グ ３ ０ ５ ， ３ ０ ６ と プ ー リ ３ ０ ４ に よ る 駆 動 機 構 部 分 の 長 さ Ｄ を 加 算 し
た 長 さ を 必 要 と す る 。 ス ト ロ ー ク Ｃ よ り も か な り 長 い 歯 付 き ベ ル ト 機 構 の 長 さ を 必 要 と す
る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 成 形 品 取 出 装 置 と 比 べ 、 昇 降 ア ー ム の 長 さ を 短 く す る と 共 に 、 高 さ の
低 い 成 形 品 取 出 装 置 を 得 る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 成 形 機 に 搭 載 さ れ 、 該 成 形 機 の 金 型 の 型 開 時 に 成 形 品 を 取 り 出 す 成 形 品 取 出
装 置 で あ っ て 、 成 形 機 の 上 部 取 出 装 置 搭 載 位 置 に 固 定 さ れ る ベ ー ス に 複 数 の 回 転 ア ー ム が
シ リ ア ル に 連 結 さ れ 、 且 つ 各 回 転 ア ー ム は 鉛 直 軸 回 り に そ れ ぞ れ 回 転 す る よ う に 構 成 し た
回 転 ア ー ム 機 構 と 、 該 回 転 ア ー ム 機 構 の 先 端 の 回 転 ア ー ム に 対 し て 昇 降 動 作 し 先 端 に 把 持
機 構 が 設 け ら れ た 昇 降 ア ー ム と を 備 え て お り 、 前 記 昇 降 ア ー ム は 前 記 先 端 の 回 転 ア ー ム に
固 定 さ れ た 支 持 プ レ ー ト と 、 前 記 支 持 プ レ ー ト に 第 １ の レ ー ル を 介 し て 連 結 さ れ 昇 降 方 向
に ス ラ イ ド 可 能 な 第 １ 段 フ レ ー ム と 、 前 記 第 １ の レ ー ル と 平 行 に 配 置 さ れ た 第 ２ の レ ー ル
を 介 し て 前 記 第 １ 段 フ レ ー ム に 連 結 さ れ 、 昇 降 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 な 第 ２ 段 フ レ ー ム と を
備 え 、 前 記 第 １ 段 フ レ ー ム に 前 記 第 １ の レ ー ル と 平 行 に ラ ッ ク ギ ヤ を 配 置 し 、 該 ラ ッ ク ギ
ヤ と 噛 み 合 う ピ ニ オ ン ギ ヤ の 駆 動 手 段 を 前 記 支 持 プ レ ー ト に 固 定 し 、 前 記 第 １ 段 フ レ ー ム
に 、 昇 降 方 向 に 沿 っ て 並 ぶ 位 置 関 係 で 、 ２ つ の 歯 付 き プ ー リ を 昇 降 方 向 に 対 し て 直 交 す る
軸 回 り に 回 転 可 能 に 支 持 し 、 両 プ ー リ 間 に 歯 付 き ベ ル ト を か け て 所 定 の 張 力 を 与 え 、 該 ベ
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ル ト の 一 部 を 前 記 支 持 プ レ ー ト に 固 定 し 、 該 ベ ル ト の 該 支 持 プ レ ー ト へ の 固 定 部 と 対 向 す
る 部 分 を 前 記 第 ２ 段 フ レ ー ム に 固 定 し た こ と を 特 徴 と す る も の で 、 こ の 構 成 に よ り 、 高 さ
を 低 く 、 且 つ 動 作 領 域 の 高 さ も 小 さ く 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 回 転 ア ー ム 機 構 は 、 前 記 ベ ー ス と 、 該 ベ ー ス に 対 し て 鉛 直 な 第 １ 軸 回 り に 回
転 可 能 に 一 端 が 取 り 付 け ら れ た 第 １ 回 転 ア ー ム と 、 該 第 １ 回 転 ア ー ム の 他 端 に 前 記 第 １ 軸
に 平 行 な 第 ２ 軸 回 り に 回 転 可 能 に 一 端 が 取 り 付 け ら れ た 第 ２ 回 転 ア ー ム と 、 該 第 ２ 回 転 ア
ー ム の 他 端 に 前 記 第 ２ 軸 に 平 行 な 第 ３ 軸 回 り に 回 転 可 能 に 一 端 が 取 り 付 け ら れ た 第 ３ 回 転
ア ー ム と か ら 構 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 前 記 ラ ッ ク ギ ヤ と ピ ニ オ ン ギ ヤ の い ず れ か 一 方 ま
た は 両 方 を 樹 脂 と す る こ と に よ り 、 騒 音 を 少 な く し 、 潤 滑 の 必 要 性 を な く し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 成 形 品 取 出 機 構 は 、 成 形 機 の 上 部 に 取 り 付 け て も 、 そ の 高 さ が 低 く 、 且 つ 回 転
ア ー ム は 水 平 方 向 に の み 回 転 す る も の で あ り 、 回 転 ア ー ム の 運 動 に よ っ て 高 さ 方 向 の 占 有
領 域 は 変 化 が な い 。 又 、 昇 降 ア ー ム は 、 そ の 高 さ を 従 来 の 昇 降 ア ー ム と 比 較 し 小 さ く で き
る か ら 、 こ の 成 形 品 取 出 装 置 を 成 形 機 に 上 部 に 取 り 付 け て も 、 全 体 の 高 さ は 従 来 の も の と
比 べ 低 く で き 、 天 井 の 低 い 設 置 環 境 で も 、 成 形 機 上 部 に 成 形 品 取 出 装 置 を 取 り 付 け る こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 図 面 と と も に 説 明 す る 。 　
　 図 １ は 、 成 形 機 １ の 上 部 に 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 成 形 品 取 出 装 置 ２ を 搭 載 さ せ た と き の
概 要 斜 視 図 で あ る 。 成 形 品 取 出 装 置 ２ は 、 成 形 機 １ の 固 定 盤 上 な ど 成 形 機 １ の 上 部 に 取 り
付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ は 、 こ の 成 形 品 取 出 装 置 ２ の 構 成 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。 成 形 機 １ に 成 形 品 取 出
装 置 ２ を 取 り 付 け る ベ ー ス １ ０ に は 、 該 ベ ー ス １ ０ に 対 し て 垂 直 方 向 の 第 １ 軸 １ １ の 回 り
に 回 転 可 能 に 第 １ 回 転 ア ー ム １ ２ の 一 端 が 取 り 付 け ら れ て い る 。 該 第 １ 回 転 ア ー ム １ ２ の
他 端 に は 、 第 １ 軸 と 平 行 な 第 ２ 軸 １ ３ の 回 り に 回 転 可 能 に 第 ２ 回 転 ア ー ム １ ４ の 一 端 が 取
り 付 け ら れ 、 該 第 ２ 回 転 ア ー ム １ ４ の 他 端 に は 、 第 ２ 軸 と 平 行 な 第 ３ 軸 １ ５ の 回 り に 回 転
可 能 に 第 ３ 回 転 ア ー ム １ ６ の 一 端 が 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 第 １ ～ 第 ３ の 回 転 ア ー
ム か ら な る 回 転 ア ー ム 機 構 の 先 端 、 す な わ ち 、 第 ３ 回 転 ア ー ム １ ６ に は 、 第 ３ 軸 １ ５ と 平
行 な 軸 方 向 に 移 動 す る 昇 降 ア ー ム １ ７ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 中 空 構 造 で 構 成 さ れ た ベ ー ス １ ０ に は 、 第 １ 回 転 ア ー ム １ ２ の 一 端 が 挟 み 込 む よ う に 軸
支 さ れ 、 第 １ 軸 １ １ の 回 り に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 モ ー タ 及 び 減 速 機 等 で 構 成
さ れ る 第 １ ア ー ム 駆 動 手 段 １ ８ に よ り 、 第 １ 回 転 ア ー ム １ ２ は 、 第 １ 軸 １ １ 回 り に 回 転 駆
動 さ れ る 。 又 、 該 第 １ ア ー ム 駆 動 手 段 １ ８ と 対 向 す る 位 置 に 、 貫 通 す る 中 空 穴 が 設 け ら れ
た 第 １ プ ー リ １ ９ が ベ ー ス １ ０ に 固 着 さ れ 、 該 第 １ プ ー リ １ ９ は 、 中 空 の 第 １ 回 転 ア ー ム
１ ２ 内 に 突 出 し て い る 。 　
　 第 １ 回 転 ア ー ム １ ２ の 他 端 の 内 部 に は 、 第 ２ プ ー リ ２ ０ が 第 ２ 軸 １ ３ の 回 り に 回 転 可 能
に 取 り 付 け ら れ て い る 。 該 第 ２ プ ー リ ２ ０ に は 一 体 的 に 第 ３ の プ ー リ ２ １ が 設 け ら れ て お
り 、 貫 通 す る 穴 で 中 空 構 造 に 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ プ ー リ ２ ０ は 第 １ 回 転 ア ー ム １ ２ 内 に
、 第 ３ プ ー リ ２ １ は 第 ２ 回 転 ア ー ム １ ４ 内 に 位 置 す る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 。 第 １ プ
ー リ １ ９ と 第 ２ プ ー リ ２ ０ 間 に は 第 １ ベ ル ト ２ ２ が 掛 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ２ 回 転 ア ー ム １ ４ は 、 第 １ 回 転 ア ー ム １ ２ の 先 端 に 設 け ら れ た 第 ２ 軸 １ ３ の 回 り に 回
転 可 能 に そ の 一 端 が 軸 支 さ れ 、 第 １ 回 転 ア ー ム １ ２ の 中 空 内 部 に 配 設 さ れ た モ ー タ 、 プ ー
リ と ベ ル ト 等 で 構 成 さ れ た 第 ２ ア ー ム 駆 動 手 段 ２ ３ に よ り 、 第 ２ 軸 １ ３ の 回 り に 回 転 駆 動
さ れ る よ う に な っ て い る 。 又 、 こ の 第 ２ 回 転 ア ー ム １ ４ も 中 空 で 構 成 さ れ 、 前 記 第 ２ プ ー
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リ ２ ０ と 一 体 的 に 構 成 さ れ た 第 ３ プ ー リ ２ １ が 該 第 ２ 回 転 ア ー ム １ ４ の 中 空 内 部 に 配 設 さ
れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 第 ２ 回 転 ア ー ム １ ４ の 他 端 に は 第 ３ 回 転 ア ー ム １ ６ に 固 定 さ
れ た 第 ４ プ ー リ ２ ５ が 第 ３ 軸 １ ５ の 回 り に 回 転 可 能 に 第 ２ 回 転 ア ー ム １ ４ に 軸 支 さ れ て い
る 。 該 第 ４ プ ー リ ２ ５ は 貫 通 す る 穴 が 設 け ら れ て 中 空 構 造 と さ れ 、 第 ２ 回 転 ア ー ム １ ４ の
中 空 内 部 に 配 置 さ れ て い る 。 該 第 ４ プ ー リ ２ ５ と 第 ３ プ ー リ ２ １ 間 に は 第 ２ ベ ル ト ２ ４ が
掛 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ３ 回 転 ア ー ム １ ６ も 中 空 構 造 で 構 成 さ れ 、 そ の 先 端 部 に は 、 昇 降 ア ー ム １ ７ が 取 り 付
け ら れ て い る 。 該 昇 降 ア ー ム １ ７ の 先 端 に は 、 ハ ン ド や 吸 着 具 等 の 成 形 品 や ラ ン ナ を 把 持
す る 把 持 機 構 が 取 り 付 け ら れ る 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ ， 第 ２ ア ー ム 駆 動 手 段 １ ８ ， ２ ３ 、 昇 降 ア ー ム １ ７ の 駆 動 手 段 、 把 持 機 構 を 駆 動 す
る た め の 電 力 や 空 気 等 の 動 力 供 給 や 信 号 の た め の ケ ー ブ ル や ホ ー ス 等 は 、 中 空 構 造 で 構 成
さ れ た ベ ー ス １ ０ 、 第 １ ， 第 ２ ， 第 ３ ， 第 ４ プ ー リ 、 及 び 第 １ ， 第 ２ ， 第 ３ 回 転 ア ー ム の
中 空 内 部 を 通 さ れ 、 各 駆 動 手 段 に 接 続 さ れ る 。 な お 、 各 回 転 ア ー ム を 中 空 で 構 成 し な い と
き に は 、 ケ ー ブ ル や ホ ー ス は 各 プ ー リ の 中 空 部 を 通 し て 各 回 転 ア ー ム の 側 面 等 に 這 わ せ て
配 設 さ れ る 。 又 、 第 １ ～ 第 ４ の プ ー リ の 径 は 全 て 同 一 に し て も よ く 、 少 な く と も 、 第 １ プ
ー リ １ ９ と 第 ２ プ ー リ ２ ０ の 径 は 同 じ と し 、 又 、 第 ３ の プ ー リ ２ １ と 第 ４ プ ー リ ２ ５ の 径
は 同 じ と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 回 転 ア ー ム 機 構 の 動 作 を 説 明 す る 。 　
　 第 １ ア ー ム 駆 動 手 段 １ ８ で 第 １ 回 転 ア ー ム １ ２ を θ だ け 回 転 さ せ た と す る 。 第 １ プ ー リ
１ ９ は ベ ー ス １ ０ に 固 定 さ れ て い る か ら 、 回 転 し な い 。 一 方 、 第 ２ プ ー リ ２ ０ は 、 該 第 ２
プ ー リ ２ ０ が 回 転 自 在 に 取 り 付 け ら れ た 第 １ 回 転 ア ー ム １ ２ が θ だ け 回 転 す る こ と 、 及 び
ベ ー ス １ ０ に 固 定 さ れ た 第 １ プ ー リ １ ９ と の 間 に 第 １ ベ ル ト ２ ２ が 掛 け ら れ 、 第 １ ， 第 ２
プ ー リ １ ９ ， ２ ０ の 径 が 同 じ で あ る こ と か ら 、 第 １ 回 転 ア ー ム １ ２ に 対 し て 相 対 的 に 逆 方
向 に θ だ け 回 転 す る 。 第 ２ プ ー リ ２ ０ と 一 体 の 第 ３ プ ー リ ２ １ も θ だ け 回 転 す る 。 該 第 ３
プ ー リ ２ １ と 第 ２ ベ ル ト ２ ４ が 掛 け ら れ て い る 第 ４ プ ー リ ２ ５ も 回 転 し 、 そ の 回 転 角 は 、
第 ３ プ ー リ ２ １ と 第 ４ プ ー リ ２ ５ の 径 が 同 一 で あ る か ら θ と な る 。 第 ４ プ ー リ ２ ５ が θ だ
け 回 転 す る か ら 、 該 第 ４ プ ー リ ２ ５ に 固 定 さ れ た 第 ３ 回 転 ア ー ム １ ６ も θ だ け 回 転 す る 。
そ の 結 果 、 第 １ 回 転 ア ー ム １ ２ が 鉛 直 方 向 の 軸 回 り に 回 転 し て も 、 同 じ 回 転 量 だ け 第 ３ 回
転 ア ー ム １ ６ も 逆 方 向 に 鉛 直 方 向 の 軸 回 り に 回 転 す る こ と に な り 、 第 ３ 回 転 ア ー ム １ ６ の
姿 勢 は 変 化 せ ず 、 常 に 一 定 方 向 の 向 き を 保 持 し 、 昇 降 ア ー ム １ ７ の 向 き は 変 わ ら な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 又 、 第 ２ ア ー ム 駆 動 手 段 ２ ３ に よ っ て 第 ２ 回 転 ア ー ム １ ４ を α だ け 反 時 計 方 向 に 回 転 さ
せ た 場 合 、 第 ３ プ ー リ ２ １ は 、 第 ２ プ ー リ ２ ０ と 一 体 で あ り 、 第 １ 回 転 ア ー ム １ ２ 、 第 １
プ ー リ １ ９ が 回 転 し な い の で 、 該 第 ３ プ ー リ ２ １ は 回 転 し な い （ 第 １ 回 転 ア ー ム に 対 し て
相 対 回 転 は 行 わ な い ） 。 一 方 、 第 ４ プ ー リ ２ ５ は 第 ３ プ ー リ ２ １ と の 間 に 第 ２ ベ ル ト ２ ４
が 掛 け ら れ て い る の で 、 第 ２ 回 転 ア ー ム １ ４ が 回 転 す る と 相 対 的 に 逆 方 向 に 回 転 す る 。 第
３ プ ー リ ２ １ と 第 ４ プ ー リ ２ ５ の 径 は 同 一 で あ る か ら 、 第 ４ プ ー リ ２ ５ の 回 転 は 、 第 ２ 回
転 ア ー ム １ ４ の 回 転 量 α と 同 じ と な り そ の 方 向 が 逆 と な る 。 し か も 共 に 鉛 直 方 向 の 軸 回 り
の 回 転 で あ る 。 そ の 結 果 、 第 ４ プ ー リ ２ ５ に 固 定 さ れ た 第 ３ 回 転 ア ー ム １ ６ は 、 第 ２ 回 転
ア ー ム １ ４ の 回 転 量 だ け 逆 方 向 に 回 転 し 、 そ の 姿 勢 は 回 転 前 の 姿 勢 と 同 じ と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 よ っ て 、 第 １ 回 転 ア ー ム １ ２ と 第 ２ 回 転 ア ー ム １ ４ の 回 転 が 重 畳 し て な さ れ て も 、 第 ３
回 転 ア ー ム １ ６ の 姿 勢 は 変 化 せ ず 、 常 に 一 定 方 向 の 向 き を 保 持 し 、 昇 降 ア ー ム １ ７ の 先 端
に 取 り 付 け ら れ た ハ ン ド 等 の 把 持 機 構 の 向 き は 、 常 に 一 定 に 保 持 さ れ る こ と に な り 、 型 開
き し た 金 型 の 面 に 対 し て 常 に 一 定 の 姿 勢 を 保 持 さ せ る こ と が で き る も の で あ る 。 又 、 第 １
軸 １ １ の 回 り に 第 １ 回 転 ア ー ム １ ２ が 回 転 し 、 第 ２ 軸 １ ３ の 回 り に 第 ２ 回 転 ア ー ム １ ４ が
回 転 す る こ と か ら 、 第 ２ 回 転 ア ー ム １ ４ の 先 端 に 取 り 付 け ら れ た 第 ３ 回 転 ア ー ム １ ６ （ 及
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び 昇 降 ア ー ム １ ７ ） を 、 水 平 面 上 に お い て 任 意 の 直 線 移 動 及 び 円 弧 移 動 を さ せ る こ と が で
き る も の で あ る 。 な お 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 第 １ ， 第 ２ の 回 転 ア ー ム １ ２ ， １ ４ を 駆 動 す
る 第 １ ， 第 ２ の ア ー ム 駆 動 手 段 １ ８ ， ２ ３ し か 設 け ず 、 第 ３ 回 転 ア ー ム １ ６ を 駆 動 す る 手
段 と し て プ ー リ １ ９ ～ ２ １ ， ２ ５ と ベ ル ト ２ ２ ， ２ ４ の 機 構 を 用 い て い る 。 そ し て 、 こ の
プ ー リ と ベ ル ト 機 構 に よ っ て 第 ３ 回 転 ア ー ム １ ６ の 姿 勢 を 常 に 一 定 の 状 態 に 保 持 し て い る
。 こ れ は 、 金 型 か ら 成 形 品 を 取 り 出 す 際 に は 、 昇 降 ア ー ム １ ７ の 先 端 に 取 り 付 け ら れ た 把
持 機 構 の 向 き を 一 定 に す る 必 要 が あ る こ と か ら 、 こ の よ う な 機 構 を 採 用 し た も の で あ る 。
当 然 、 こ の プ ー リ と ベ ル ト 機 構 に よ る 第 ３ 回 転 ア ー ム の 駆 動 の 代 わ り に 、 モ ー タ 等 の 駆 動
手 段 を 設 け て も よ い も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ ～ 第 ３ 回 転 ア ー ム １ ２ ， １ ４ ， １ ６ は 、 全 て 同 一 軸 方 向 の 軸 回 り に 回 動 す る も の で
、 ベ ー ス １ ０ が 成 形 機 の 上 部 に 取 り 付 け ら れ れ ば 、 鉛 直 軸 回 り に 水 平 面 上 で 回 動 す る も の
で あ り 、 昇 降 ア ー ム １ ７ の み が 鉛 直 方 向 に 移 動 す る の み で あ る 。 よ っ て こ の 昇 降 ア ー ム １
７ の 駆 動 機 構 の 高 さ を 小 さ く す れ ば 、 そ の 分 、 成 形 品 取 出 装 置 ２ の 全 高 を 低 く で き 、 図 １
に 示 す よ う に 、 成 形 機 １ の 上 部 に 取 り 付 け て も 全 体 の 高 さ を 、 従 来 の 成 形 品 取 出 装 置 に と
比 較 し て 小 さ く す る こ と が で き 、 天 井 の 低 い 場 所 に も 設 置 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 は 、 図 ７ に 示 し た ２ 段 倍 速 機 構 と 、 該 ２ 段 倍 速 機 構 の 支 持 部 材 を 駆
動 す る 手 段 と し て 図 ４ に 示 す よ う な ピ ニ オ ン ラ ッ ク 機 構 を 用 い て 昇 降 ア ー ム 駆 動 機 構 を 構
成 す る も の で あ る 。 　
　 図 ４ （ ａ ） は 、 ラ ッ ク ギ ヤ ３ ５ を 最 大 に 引 き 込 ん だ 状 態 を 示 し 、 図 ４ （ ｂ ） は 、 ピ ニ オ
ン ギ ヤ ３ ６ を 駆 動 し て ラ ッ ク ギ ヤ ３ ５ を 最 大 に 突 出 さ せ た 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ は 、 こ の ピ ニ オ ン ラ ッ ク 機 構 と 歯 付 き ベ ル ト 機 構 を 比 較 し た 図 で 、 ラ ッ ク ギ ヤ ３ ５
又 は 移 動 部 材 ３ ０ ０ の ス ト ロ ー ク は 同 一 の Ｃ で あ っ て も 、 機 構 全 体 の 長 さ は 、 ピ ニ オ ン ラ
ッ ク 機 構 は 、 一 対 の ア イ ド ラ ベ ア リ ン グ ３ ０ ５ ， ３ ０ ６ を 必 要 と し な い 分 等 、 短 く 構 成 す
る こ と が で き る 。 図 ５ で は Ｆ の 距 離 だ け 短 く ピ ニ オ ン ラ ッ ク 機 構 の 方 が 短 く 形 成 で き る こ
と を 示 し て い る 。 本 発 明 は 、 こ の ピ ニ オ ン ラ ッ ク 機 構 と ２ 段 倍 速 機 構 を 用 い て 昇 降 ア ー ム
１ ７ を 形 成 す る も の で あ る 。 そ し て 、 通 常 、 ピ ニ オ ン ラ ッ ク 機 構 は 潤 滑 が 必 要 で あ る 。 し
か し 、 潤 滑 の た め の 油 が 付 着 す る と 品 質 を 低 下 さ せ る よ う な 成 形 品 の 成 形 品 取 出 装 置 に お
い て は 好 ま し く は な い 。 又 、 ピ ニ オ ン と ラ ッ ク の 噛 み 合 い 音 が 大 き い こ と か ら 、 こ の ピ ニ
オ ン ラ ッ ク 機 構 は 敬 遠 さ れ て い た 。 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 ラ ッ ク ギ ヤ と ピ ニ オ ン の い
ず れ か 一 方 、 又 は 両 方 を 樹 脂 性 と す る こ と に よ っ て 潤 滑 の い ら な い 、 且 つ 騒 音 の 少 な い ピ
ニ オ ン ラ ッ ク 機 構 と し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 昇 降 ア ー ム １ ７ の 構 造 説 明 図 で あ る 。 図 ３ （ ａ ） は 、 平 面
図 で 、 昇 降 ア ー ム １ ７ の 昇 降 方 向 に 対 し て 直 交 す る 面 に 投 影 し た 平 面 図 で 、 昇 降 ア ー ム １
７ は 紙 面 垂 直 方 向 に 移 動 す る も の で あ る 。 又 、 図 ３ （ ｂ ） は 該 昇 降 ア ー ム １ ７ を 側 方 か ら
見 た ピ ニ オ ン ラ ッ ク 機 構 の 図 を 示 し 、 図 ３ （ ｃ ） は 同 様 に 昇 降 ア ー ム １ ７ を 側 方 か ら 見 た
歯 付 き ベ ル ト 機 構 部 分 の 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 ３ 回 転 ア ー ム １ ６ に 取 り 付 け ら れ る 支 持 プ レ ー ト ３ ０ に は 、 第 １ の レ ー ル ３ １ が 設 け
ら れ 、 該 第 １ の レ ー ル ３ １ に ガ イ ド さ れ て 第 １ 段 フ レ ー ム ３ ３ が 直 線 移 動 可 能 に 支 持 さ れ
て い る 。 又 、 第 １ 段 フ レ ー ム ３ ３ に は 第 １ の レ ー ル と 平 行 に 第 ２ の レ ー ル ３ ２ が 設 け ら れ
、 該 第 ２ の レ ー ル ３ ２ に ガ イ ド さ れ て 第 ２ 段 フ レ ー ム ３ ４ が 直 線 移 動 可 能 に 支 持 さ れ て い
る 。 第 １ 段 フ レ ー ム ３ ３ に は 、 ラ ッ ク ギ ヤ ３ ５ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 該 ラ ッ ク ギ ヤ ３ ５
と 噛 み 合 う よ う に ピ ニ オ ン ギ ヤ ３ ６ が 支 持 プ レ ー ト ３ ０ に 回 転 自 在 に 軸 支 さ れ 、 支 持 プ レ
ー ト ３ ０ に 取 り 付 け ら れ た 駆 動 手 段 （ モ ー タ と 減 速 機 構 等 ） ３ ７ で 駆 動 さ れ る よ う 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 ま た 、 第 １ 段 フ レ ー ム ３ ３ に は 、 両 端 に 歯 付 き プ ー リ ３ ８ ａ ， ３ ８ ｂ が 回 転 自 在 に 軸 支
さ れ 、 該 ２ つ の 歯 付 き プ ー リ ３ ８ ａ ， ３ ８ ｂ 間 に は 、 歯 付 き ベ ル ト ３ ９ が 所 定 の 張 力 を か
け て 掛 け ら れ て い る 。 こ の 歯 付 き ベ ル ト ３ ９ は そ の 一 部 が 支 持 プ レ ー ト ３ ０ に 設 け ら れ た
固 定 部 ４ ０ で 固 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 該 固 定 部 ４ ０ と 対 向 す る 位 置 の 歯 付 き ベ ル ト ３ ９
に は 固 定 手 段 ４ １ に よ り 第 ２ 段 フ レ ー ム ３ ４ が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ こ で 、 駆 動 手 段 ３ ７ を 駆 動 し て ピ ニ オ ン ギ ヤ ３ ６ を 駆 動 す る と 、 該 ピ ニ オ ン ギ ヤ ３ ６
と 噛 み 合 う ラ ッ ク ギ ヤ ３ ５ は 直 線 移 動 （ 鉛 直 方 向 の 昇 降 移 動 ） し 、 該 ラ ッ ク ギ ヤ ３ ５ と 一
体 の 第 １ 段 フ レ ー ム ３ ３ は 第 １ の レ ー ル ３ １ に ガ イ ド さ れ て 直 線 移 動 す る 。 第 １ 段 フ レ ー
ム ３ ３ が 移 動 す れ ば 、 該 第 １ 段 フ レ ー ム ３ ３ に 取 り 付 け ら れ て い る 一 対 の 歯 付 き プ ー リ ３
８ ａ ， ３ ８ ｂ 及 び 歯 付 き ベ ル ト ３ ９ も 移 動 す る 。 し か し 、 歯 付 き ベ ル ト ３ ９ は 固 定 部 ４ ０
で 支 持 プ レ ー ト ３ ０ に 固 定 さ れ て い る か ら 、 該 歯 付 き ベ ル ト ３ ９ は 一 対 の 歯 付 き プ ー リ ３
８ ａ ， ３ ８ ｂ 間 を 回 動 す る こ と に な る 。 こ の 歯 付 き ベ ル ト ３ ９ の 回 動 で 固 定 手 段 ４ １ で 歯
付 き ベ ル ト ３ ９ に 連 結 さ れ た 第 ２ 段 フ レ ー ム ３ ４ は 第 ２ の レ ー ル ３ ２ に ガ イ ド さ れ て 直 線
移 動 （ 鉛 直 方 向 の 昇 降 移 動 ） す る 。 こ の 第 ２ 段 フ レ ー ム ３ ４ の 先 端 に ハ ン ド 等 の 把 持 機 構
が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ピ ニ オ ン ラ ッ ク 機 構 に よ っ て 、 第 １ 段 フ レ ー ム ３ ３ を 遊 び 領
域 が 少 な く 、 端 か ら 端 ま で 移 動 さ せ る こ と が で き 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 さ れ る 歯 付 き ベ ル ト 機
構 に よ っ て 、 こ の 第 １ 段 フ レ ー ム ３ ３ の 移 動 量 を ２ 倍 に 拡 大 し て 第 ２ 段 フ レ ー ム ３ ４ を 移
動 さ せ そ の 先 端 に 取 り 付 け ら れ た 把 持 機 構 を 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 成 形 品 取 出 装 置 ２ を 図 １ に 示 す よ う に 成 形 機 １ の 上 部 に 取 り 付 け て も 、 第 １ ～ 第 ３
回 転 ア ー ム １ ２ ， １ ４ ， １ ６ は 、 全 て 鉛 直 軸 回 り に 旋 回 す る も の で 、 小 さ い 高 さ し か 要 し
な い 。 そ し て 、 昇 降 ア ー ム １ ７ は 上 述 し た よ う に 、 ピ ニ オ ン ラ ッ ク 機 構 と 歯 付 き ベ ル ト 機
構 に よ り 構 成 さ れ て い る か ら 、 高 さ を 従 来 の 昇 降 ア ー ム と 比 較 し 小 さ く す る こ と が で き る
。 よ っ て 、 天 井 の 低 い 場 所 に 設 置 さ れ た 成 形 機 １ に 対 し て も そ の 上 部 に 成 形 品 取 出 装 置 ２
を 配 置 で き る 可 能 性 が 拡 大 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 成 形 機 の 上 部 に 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 成 形 品 取 出 装 置 を 搭 載 さ せ た と き の 概 要 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 成 形 品 取 出 装 置 の 構 成 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 に お け る 昇 降 ア ー ム の 構 造 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 実 施 形 態 で 用 い る ピ ニ オ ン ラ ッ ク 機 構 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ピ ニ オ ン ラ ッ ク 機 構 と 歯 付 き ベ ル ト 機 構 を 比 較 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 直 線 動 作 機 構 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ２ 段 倍 速 機 構 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 歯 付 き ベ ル ト 機 構 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ 　 成 形 機
　 ２ 　 成 形 品 取 出 装 置
　 １ ０ 　 ベ ー ス
　 １ １ 　 第 １ 軸
　 １ ２ 　 第 １ 回 転 ア ー ム
　 １ ３ 　 第 ２ 軸
　 １ ４ 　 第 ２ 回 転 ア ー ム
　 １ ５ 　 第 ３ 軸
　 １ ６ 　 第 ３ 回 転 ア ー ム
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　 １ ７ 　 昇 降 ア ー ム
　 １ ８ 　 第 １ ア ー ム 駆 動 手 段
　 １ ９ 　 第 １ プ ー リ
　 ２ ０ 　 第 ２ プ ー リ
　 ２ １ 　 第 ３ プ ー リ
　 ２ ２ 　 第 １ ベ ル ト
　 ２ ３ 　 第 ２ ア ー ム 駆 動 手 段
　 ２ ４ 　 第 ２ ベ ル ト
　 ２ ５ 　 第 ４ プ ー リ
　 ３ ０ 　 支 持 プ レ ー ト
　 ３ １ 　 第 １ レ ー ル
　 ３ ２ 　 第 ２ レ ー ル
　 ３ ３ 　 第 １ 段 フ レ ー ム
　 ３ ４ 　 第 ２ 段 フ レ ー ム
　 ３ ５ 　 ラ ッ ク ギ ヤ
　 ３ ６ 　 ピ ニ オ ン ギ ヤ
　 ３ ７ 　 駆 動 手 段
　 ３ ８ ａ ， ３ ８ ｂ 　 歯 付 き プ ー リ
　 ３ ９ 　 歯 付 き ベ ル ト
　 ４ ０ 　 固 定 部
　 ４ １ 　 固 定 手 段
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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